
ダ ン ス に お け る 「あ し の 研 究 」 に

関 す る展 望 そ の1
一運動 分析 的研究, 表 現技法 とそ の指導-

東 原 芳 美 ・平 山 素 子 ・芳 賀 う ら ら

若 松 美 黄 ・頭 川 昭 子 ・青 木 恭 子

増 井 都 乃

研究の展望

ダンスにおいて技法を含む 「あし」の動きがど

のように取 り上げられてきたのかを概観 し, 事例

研究の結果 とその考察から将来の展望 とその研究

傾向について検討す るものである。

1. ダンスの舞踊譜(欧 州16世 紀頃)に みられる

「あし」

舞踊譜の関心は主として脚の技法を明らかにす

ることであ り頭, 胴, 腕については簡単な記述

にとどまっている。

2. 近世までのダンスの技法にみられる 「あし」

(1)運 動学(現 象)的 解釈の試み として例え

ば, 5つ の基本ポジション, 3つ の原理, 4種

類のパ, あしの形態(X, O脚)に よる表現性

と訓練等があげられる。

(2)シ ンボ リズムとしての解釈の試み として

は, ヴォリンスキー(Volynsky, A. L)の トゥ

ダンスの垂直原理, アン ・ドゥオールとアン ・

ドゥダンの死と再生の解釈等があげられる。

(3)表 現性の解釈 としてデルサル ト(Delsarte, 

F. 1811-1871)の あしのアティテユー ドの分類

等があげられる。

3. 現代のダンス(特 にモダンダンス)の 技法に

みられる 「あし」

崩れる(fall), 屈 曲(flex), シンコペーシ ョ

ン, 裸足, 内旋等, 固定 した脚部の技法にとら

われず多様である。

〈研究の具体的視点>

1. 身体各部位(あ し)に 着 目したダンスの運動

分析的研究と, さらに トータルな表現性をめざす
べ く, 身体の他の部位の動 きとの関係を検討する。

2. 踊 り手個 々の身体機能の特性(利 きあし等)

や技法 自体 の運動機構を明らかにすることに よ

り, 踊 り手の個性を引き出す ことや運動の美的か
つ自然な連続性について検討する。

3. 時代背景や民族性からあしの形態, 表現をと

らえ身体文化全体を考察する。

4. 上記をふまえた上で指導について更に検討す

る。

事例研究(D: 「ダンス ・クラシックにおける支持

脚と動作脚の関連性についての研究」

〈目的と方法〉

ダンス ・クラシックは原則 として左右は同等で

シンメ トリーな技法構成に基づいている。 しか し

身体は必ず しも左右同等とはいえないのではない

だろうか。左右同等のものとして構成されるレッ

スンを より実情に近づける第一歩としてダンサー

に利き側(左右差)の 特性があるか否かを明らかに

しようとした。質問紙法による調査の概要は次の

通 りである。対象者: 舞踊歴4年 以上で関東在住の

男女ダンサ-121名, 調査項 目: 5つ の運動パター
ンにダンス ・クラシックの技法を適用し作成 した。

〈結果とその考察>

1. すべての項 目で 「両方」の回答は少なぐ(10
パーセント以下)利 き側が有意に高かった。ダン

ス ・クラシックの技法を行な う際, ダンサ-は 脚

には利き側(左 右差)が あると認識していると考

えられる。

2. ルルベ, バ ヅトマンなどの項 目別のクロス集

計を行なうと支持脚 ・動作脚は各技法によって異

なることが明らかになった。

今後の検討課題 として, データをもとに部位間
の因子分析を行ない, 因子間の相互関係について

類型化できるであろう。さらに筋電図を用いた実

験で検証 し, 客観的なデータと照応する必要もあ

ろうか と思われる。

事例研究(2): 「現代の舞踊におけるあしの動きの

分類 とその一傾向」

〈目的と方法〉

現代の舞踊において 「あし」の動きにはどのよ

うなものがあるかを分類 し, その傾向を探ること

を目的とした。

資料は 「第I回 短時間舞踊 コンクール決選大

会」(主 催: 舞踊作家協会, 日時: 1984年2月4

日, 場所: 三越 ロイヤルホ ール)を 収録 した

VTRが 用いられた。分類項 目として, 第1群 静

止, 第II群 その場での動き, 第III群移動を伴 う動

きに大別 し, 更にそれぞれの群について, 両脚支

持, 片脚支持, 足の裏以外の身体部分の床 との接

触, 回転, ジャンプ等を設定した。各作品の運動

分析はこれらの項 目で分類され, 各項 目ごとに割

合(パ ーセント)が 算出された。

〈結果とその考察〉

第 皿群に着 目すると「床 との接触」が20. 65パ ー
セントと「両脚支持」に次いで多 く, これはダンス

・クラシックにはないフロアーテクニ ックであ

り, 現代の舞踊の特徴的な動きであると思われる。

今後の検討課題として, 足首, 膝等の各部位に
ついても考察 してい く必要がある。また時間の単

位について検討する必要があ り, さらに技法の単

位, 作品内容の分類等についても検討を重ねてい

きたい。
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ダ ンスにお ける 「あ しの研究」 に

関す る展望 その2
一ダンサーの障害, 生理学的研究-

頭川昭子 青木恭子 増井都乃
若松美黄 東原芳美 平山素子
芳賀 うらら

目 的

本 研 究 は, ダ ン ス と 「あ し(足 ・脚)」 の 研 究 に

関 して, 語 源 か ら得 られ た キ-ワ ー ドを も とに コ

ン ピ ュ-タ ー で文 献 を 検 索 し, 得 られ た 資 料 か ら

そ の 内容 を分 類 し, 「あ しの研 究 」 に つ い て 展 望

す る と共 に, ダ ンス の障 害 や 生 理 学 的 研 究 に 関 す

る事例 研 究 の結 果 とそ の考 察 か ら, 将 来 の 研 究 の

発 展 とそ の活 用 につ い て推 察 され る。

「あ し」 の辞 書 的 意 味 で 日本 語 の 主 な 意 味 で は

1. 動 物 の下 肢, 主 に歩 行 運 動 を な す もの, 

2. 「手 」 に対 して の足 首 か ら下 の 部 分, 

3. 物 の下 につ き, 支 え とな る も の, 

の よ うに見 られ, 
"leg"(Middle English leg, legge)で は, 

1. 足, 脚, す ね, 2. ク リケ ッ ト打 者 の左 後 方, 

3. 「海 」 船 の一 間切 りの 区 間(距 離), 

4. [古]お じぎ をす る(make a leg), 

の よ うに 見 られ, 
"foot"(Middle English fot, fet)で は, 

1. 歩 兵, 2. 音歩, 韻 脚, 詩 脚, 3. ブイ ー ト, 

4. foot it(踊 る, 歩 く, 歩 い て 行 く)

の よ うに 見 られ た 。

バ レエ 用 語 と し て 多 く用 い られ るpied(ピ エ

仏)は, ギ リシ ャ語 の"pous", ラ テ ン語
"
pes"に 相 当 し, 足 の意 味 を 持 つ 。 ま た 同 様 の

意 味 を 持 つ 接 頭 語 で は 英 語 の"ped一"ラ テ ン語 の
"pes -"が あ る。 これ らの用 語 の 中 か ら, "foot"と
"leg"を キ -ワ ー ドと して コ ン ピ ュ ー タ ー に よ

り文 献 が 検 索 され た 。 コ ン ピ ュ-タ ーに よ る文 献

の検 索 では, 検 索 用 語 が 題 ・概 要 ・文献 名 の 中 に

あ る場 合 のみ が 検 索 され る。 そ の た め に, ダ ンス

全 体 の 中 の一 部 分 と して 「あ し」 が研 究 され て い

て も検 索 され な い場 合 が あ り, 関 連 文 献 の一 部 で

あ る こ とを 前 提 と して 分 析 され た 。

方 法

「ダ ン ス」 と 「あ し」 に 関 す る研 究 はSIRC1), 

UTOPIA(筑 波 大 学 学 術 情 報 処 理 セ ン タ ー)の

PA(心 理学 関 係), EM(医 学 関 係), CDI(学 位 論

文 関係), AHCI(人 文 科 学 関 係)の デ ー タ-ベ ー

ス を基 に, コン ピ ュー タか ら文 献 検 索 され た 。

結 果 とそ の 考 察

SIRCか らは, "dance"の5, 187件, "feet"の

390件, "leg"の2, 702件 の 中 か ら, "dance

& feet"は11件, "dance & leg"は23件 見 られ た

(Table1参 照)。UTOPIAに おけ るPA, AHCIで

は0件 で あ り, CDIで は"dance&leg"で は 生 理

学 的 な筋 肉 や 骨 に 関 す る研 究 で が1件 見 られ, 

EMで は"dance"の186件, "feet"の10, 620件, 
"leg"の48, 060件 が 見 られ た(Table2参 照)

。

以上の 「ダンスとあし」に関する検索の結果を

まとめると次のように推察される。

1. 「ダンスとあし」に関する研究は, ダンス

の研究の中では少数であるが見ることができた。

検索された研究の内容は, ダンス障害 ・治療など

医学的な研究, ダンサ-の 脚力, トレーニング効

果などの生理学的 ・バイオメカニクス的な研究が

60. 71パ ーセン トを占めていた。「足」に関 して

は, ダンス靴の選択やそれが引き起こす障害との

関連を述べる研究が見られた。

2. ダンスの障害 ・治療に関する研究に関して

医学的な研究分野では, バ レエ, モダンダンス, 
エアロビック・ダンス, フラメンコ ・ダンスなど

を行 うダンサーや学生に関 して, 障害の起 きた局

部や障害内容に関する研究が81. 25パ-セ ン トを

占めていたと言える。

3. その他の研究は, ダンス全体の問題であ

り, 身体部分 としての 「あし」と直接的に関連が

TablelSIRCか らの 「ダ ン ス とあ し」 の 文 献

-: 重複数

Table2UTOPIAか ら の 「ダ ンス とあ し」の文 献

-: 重複数
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見 られる研究ではなかった。

これ らのことからダンスにおける 「あし」の研

究では, 医学的な臨床実験や障害に関する調査, 

生理学的な筋肉や骨のエクササイズによる効果な

どについての研究が多 く見 られたといえる。

展 望

本研究では, ダンスと 「あし(足 ・脚)」に関 し

て, コンピューターの文献検索により得 られた資

料から分類 した。その結果, ダンスの障害 ・治療

について臨床的な診断や調査による研究や生理学

的 ・バイオメカニクス的にダンスの技能や効果を

分析 した研究が多 く見られた。 しか し, ダンスに

関する 「あし」の研究は, 哲学的 ・審美的な研

究, 心理学的な研究などがあると考えられるが, 

ダンス全体 との関連で研究が進められるためか, 

今回の検索では抽出できなかった。 このことは特

に 「あし」に関するこの分野の研究が少ないとも

考えられるので, 今後の研究が期待されるであろ

う。また, 障害に関 しては, 医学的な治療の仕方

と同時に, 障害の予防 としてどのようにダンスを

行えば障害を避け られ るのか, 障害を持つダ ン
サーに対する練習や振付けはどのようにされると

良いのか, 実践的経験 と重ねて, トレーニング技

法や指導 との関連で, 多 くの研究が進められるこ

とが必要であると考えられる。

次に2件 の事例研究か ら研究の展望は, 次のよ

うに推察された。事例研究はいずれも筑波大学舞

踊専攻生卒業論文をもとに考察された。

事例研究(1): 「ダンス活動に よる身体的な外傷
・障害に関する研究」

この研究では, ダンスに よる外傷 ・障害の原因

と結果の特徴を, 他の専門種 目と比較することに

より明確にされることを 目的として行われた。研

究はダンス専攻生126名 を含む大学 スポーツ選手

(バ レーボ-ル, バスヶットボール, 陸上競技)

328名 の被験者に対する質問紙法で行われた。得

られた資料は統計的に処理され, 次のような結果

が推察された。

ダンス経験者はオーバーワークや運動強度 ・量

の急激な増加により, 足 ・足首 ・足指に多 く外傷
・障害が見られた。その内容としては, 肉離れ, 

捻挫が多 く見られた。これらのことから, 通常の

練習時に疲労を蓄積させないような方法, 例えば
ス トレッチングやクールダウンを下肢に重点をお

いて行 うなどが必要であると考えられる。また, 

冬季(舞 台シ-ズ ン)に 多 く外傷 ・障害が起 きて

いることから, 公演に重点を置いた練習計画や健

康管理の重要性が考えられる。

今後の検討課題として, 外傷 ・障害が起きた場

所 ・時期 ・疲労の程度 ・脚の特徴(0脚 ・X脚 な

ど)な どの調査内容を加えることが考えられる。

こ の よ うな 研 究 は 外傷 ・障害 の特 徴 と状 況 ・身 体

的 特 徴 な どの 関 連 を 明 確 に し, ダ ンス活 動 や 指 導

に おい て 外 傷 ・障 害 を 予 防 し, 生涯 に渡 って ダ ン

スを 楽 しみ, 運 動 効 果 を 上 げ るた め に貢 献 す る も

ので あ りる と考 え られ る。 多 くの研 究 結 果 か ら検

討 され る こ とが 期 待 され る。

 事 例 研 究(2): 「舞 踊 運 動 に お け る下 肢 の筋 電 図

学 的 研 究: パ ラ レル と ア ン ・ド ゥオ ー ル の比 較 」

 こ の研 究 は, 舞 踊 運 動 に お け るパ ラ レル とア ン
・ ドゥオ ール の下 肢 の 比 較 を 行 うこ とを 目的 と し

て, 筋 電 図 の筋 放 電 パ タ ー ンを 分析 す る こ とに よ

り行 わ れ た 。 ダ ン ス歴10年 以 上 の3名 の 女 子大 学

生 を被 験 者 と して, 6種 類 の 動 きに対 す る右 動 作

足 の7種 類 の被 検 筋(大 殿 筋, 大腿 直筋, 大 腿 二

頭 筋, 内側 広 筋, 外 側 広 筋, 前脛 骨 筋, 腓 腹 筋 外

側 頭)に つ いて の 筋 放 電 パ タ ー ンが得 られ た。 得

られ た 資 料 はt-testに よ り個 人 内 比 較 に よ り統 計

的 に 分 析 され, 次 の よ うな結 果 が推 察 され た。

 大 腿 直 筋; Movement 1 & 4, 大 腿 二 頭 筋; 

Movement 6, 内 側広 筋; Movement 3&4で は, 

ア ン ・ ドゥオ ール が パ ラ レル よ りも単 位 時 間 あた

りの筋 放 電 量 が 多 く見 られ た。 外 側 広 筋, 前 脛 骨

筋, 腓 腹 筋 外 側 頭 で は どの動 きに お い て も有 意 差

は見 られ な か った 。 大殿 筋 に お い て は どの動 き に

も有 意 差 が 認 め られ, い ず れ もア ン ・ドゥオ-ル

が パ ラ レル よ りも単 位 時 間 あ た りの筋 放 電 量 が 多

く見 られ た 。 この こ と よ り, ア ン ・ドゥオ ール で

は パ ラ レル よ り, 主 動 筋 と して大 殿 筋 の果 た す 役

割 は 大 きい と考 え られ る。

 今 後 の 検 討 課題 と して, 動 作 脚 が 左 脚 の場 合, 

動 作 時 の 意 識性, 脊 柱 起 立 筋 の パ タ ー ンな どの考

慮 と, 被験 者 の 例数 を増 加 す る こ とに よ り更 に 明

確 に され る こ と と考 え られ る。 この よ うな 研 究 は

運 動 時 の 生 体 の役 割 を理 解 す る上 に重 要 な 役 割 を

果 た す と考 え られ る。

ダ ンス に お け る 「あ しの研 究 」 内容 の 例

 1. ダ ンス 障害 ・治 療

Bejjani, F. J.; Halpern, N.; Pio, A.; Dominguez, 

R.; Voloshin, A.; Frankel, V. H. (1988}: Muscu-

loskeletal demands on flamenco dancers: a

clinical and biomechanical study. Foot Ankle, 8/

5: 254-263(フ ラ メ ン コ ・ダ ンサ-の 筋 骨 格 の

必 要 性: 臨床 的 生体 力学 的研 究)

 2. ダ ンス の技 能 ・効 果

Clarkson, P. M.; James, R.; Watkings, A.; 

Foley, P. (1986): The effect of augmented feed

back on foot pronation during barre exercise in

dance. Res. Q. Exerc. Sport, 57/1: 33-40. (ダ ン

ス に お け るバ ー練 習時 の足 の回 内 の増 大 フ ィ ー ド

バ ックの効 果)

 3. ダ ンス技 法 ・指 導

Matsumoto, C.; Kawaguchi, C. (1969): Acompa一
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rative study of dance: a consideration on
"B"

gaku". Bull. of JAPEW, P. 5-21. (ダ ン ス の 比

較 研 究: 「舞 楽 」 の 考 察)
1)SIRCの 文 献 検 索(Sport Information Resource

Center, CANADA, Silver Platter社: 1975～

June 1991)
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